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（参考資料） 

トリクロロエチレンの特性等について 

１ 特性について 

  トリクロロエチレンは、塩素を含む有機化合物で、水よりも重く、また常温では揮発

性が高い無色の液体である。 

２ 人の健康への影響について 

  トリクロロエチレン暴露により神経、肝臓、腎臓に対する有害影響が引き起こされる。 

  また、慢性の職業暴露により肝癌、腎癌、ホジキン病及び非ホジキンリンパ腫の発症

リスクが上昇することが示唆されている。 

  国際がん研究機関（IARC）の発がん性分類では、「人に対する発がん性がある」とされ

るグループＩに分類されている。 

  実験動物では、神経系、腎臓、肝臓、肺及び免疫系に対する非発がん影響及びマウス

で肝臓、肺及びリンパ腺、ラットで腎臓と精巣に腫瘍の発生増加が認められている。 

３ 用途について 

  トリクロロエチレンは、衣料のドライクリーニング用、金属機械部品の脱脂洗浄剤、

樹脂等の溶剤として使用されてきた。 

  現在では、主に代替フロンガスの合成原料及び機械部品や電子部品の脱脂洗浄剤とし

て使用されている。 

  また、工業用溶剤として、油脂、樹脂、ゴムを溶解したり、染料や塗料を製造する時

の溶剤などに使用されている。 

４ 排出状況について 

  平成２４年度の PRTRデータによれば、公共用水域への排出は、下水道業からのものが

約８割を占めており、年間 2.8トンが公共用水域へ排出されている。 

  ただし、公共用水域への排出の割合は、全体の排出量の約 0.08％であり、ほとんどが

大気へ排出されている。 
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